
その他の食料品製造業における階段、桟橋を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
16～

17

味噌フィルム機と具フィルム機の間を、生産後の機械の拭き掃除中に、機械の上

を渡る踏み台から、1段低い踏み台のあるところで、拭き掃除をしながら移動

し、一段下がった踏み台から床に足を下ろす際に、床を見ないで降りたため、右

膝で音がして違和感を感じ、痛みと腫れで歩行が困難になった。

54

100

～

299

1
10～

11

弁当を納品中、14段の階段を上りきった時に立ち眩みがし、14段の階段を転げ落

ち、左目下を負傷した。 メガネの破損が原因と思われる。
53

50～

99

1 8～9
当社内の原料庫搬入口にて、3メートルのはしごに登ってビニールシャッターを

清掃中、誤って落下し負傷した。
60 1～9

2 10~11
会社の料理などの出荷口の階段で料理などの荷出中に足を滑らせ転倒した。 その

際、左方、左腰を打撲した。
38

100

～

299

2 5~6
1階の仕事場（野菜処理室）から2階トイレに行って戻ろうとした時、最後の階段

を踏み外して右足の甲を骨折する。
53

100

～

299

2 11~12
工場内にて麺計量機から降りようと階段（2段）を降りたところ、段を踏み外

し、転落（21㎝×2）した際、階段に背中を打ち負傷した。
51

10～

29

3 10~11
新棟中央階段でトイレに行くために階段を3階から2階へ歩いて降りようとしたと

き、左足を踏み外して踵を下の段の角にぶつけた。
27

100

～

299

3 16~17
清掃道具等置いてある場所で後片付けをして、ダンボール・ゴミ袋等を処理して

いるときに段差のある場所でつまずき、足を捻って転んだ。
67

10～

29



3 11~12

食品充填機（豆腐製造機）運転中、シール機が緊急停止し、復帰作業を行うため

慌ててオーバーブリッジを通行（降りる）しようとしたところ転倒した。 通行時

の状況としては、隣接している機械が洗浄作業中のためにステップが濡れてお

り、早くシール機を復帰させようと急いで手摺りも掴まずにオーバーブリッジを

降りて転倒した。

46
50～

99

3 5~6
仕事が終わり送迎バスに乗ろうとし、一番最後に階段が有ると思ったがなかった

ため、足を踏み外し転倒してしまった。
53

500

～

999

3 10~11

本社工場内の2階麺製造室において、衛生管理上、定期的に粘着ローラーを使用

し作業白衣に付いた埃を除去するため、粘着ローラーを使用した後、階段（6

段）から降りる際、3段目あたりで足を滑らせ、床に尻を打ち負傷した。

34
30～

49

4
10～

11
壁はしごを踏み外して落下し、左手薬指付け根を柱に強打し骨折した。 27

50～

99

5
13～

14
現場の階段を下りた際に左足を踏み外して転倒し、骨に2ヶ所ひびが入った。 68

300

～

499

5
17～

18

当社工場内通路階段にて、生ゴミを捨て、作業場に戻る際の階段で足を踏み外

し、左手をついて怪我をした。
65

100

～

299

5
16～

17

研究棟の階段を降りている際に足を滑らせてバランスを崩し、転倒するのを防ぐ

ため右足で踏ん張った際に負担がかかり、膝関節を骨折し靭帯を損傷した。
43

300

～

499

5
11～

12

会社にて、お昼休憩に行く際に階段を下りる時に足を滑らせてしまい、階段を踏

み外してしまった。 左手をついてかばったが、お尻もついてしまい、左手中指と

薬指を打撲し、尾てい骨を骨折した。

39
30～

49

6
16～

17
帰宅する際、階段を下りる時にバランスを崩し、左足をくじいて負傷した。 46

100

～



299

6
13～

14

賄い食の用意が終了した為、休憩しようと階段を下りていたところ、階段を踏み

外し、転倒した際に右膝を捻り、右膝を捻挫負傷した。
69

30～

49

6
17～

18
勤務終了時に、会社玄関の階段を踏み外してしまい負傷した。 40

100

～

299

6 8～9

当社工場内において、2階で着替えて現場に向かおうと階段を下りていた際、足

がもつれて階段から転落した。（13段中7段目から） その際、階段の角に額を打

ち、後頭部も階段に強打し受傷した。

58
50～

99

6 7～8

退社時に工場から駐車場へ向かう際、階段を踏み外し、前のめりに転倒した。 そ

の際に左手を階段に打ちつけ、左手甲部分の腫れと痛みがあり、左手首を骨折し

た。

55

100

～

299

6
17～

18

工場の2階にある作業現場（第4包装）から、次の作業指示を確認する為、別の作

業現場（第2包装）へ移動中、階段の1段目を上ったところで長靴のゴム底が擦り

減っていた事から足を踏み外してしまった。 その際、右手をついた反動により骨

折した。

55

100

～

299

6
10～

11

工場内でグルテンを右手に持ち、1階から2階へ上がろうとしたところ、最初の段

に躓いた際、左手を地面に打ちつけて、左手手首を骨折した。
57 1～9

6
15～

16

弊社製造現場の、原料の異物撤去設備の殺菌処理のために、次亜塩素投入を完了

し、3段の階段を下りる際に設備に設置してある水道ホースに足を取られ、避け

た際に正常な状態で右足を床面に置くことができず、右足の甲を捻った状態で床

面についてしまい負傷した。

54

100

～

299

7 21~22

出勤時、送迎バスを降り入口の階段を上っていた時、足を踏み外し斜め左側へ転

倒した。 その際身体を支えようと左手を強くついてしまった。 着替えをし業務に

就こうとしたが、痛みがひどかったためそのまま帰宅した。

65

100

～

299

7 15~16
被災者は工場の3階から下り方向を掃除機で清掃中に誤って転落した。 その際右

手を着いたため右手首を負傷した。
60

300

～



499

7 14~15

工場内の1階作業場から仕込作業で発生したゴミを作業場裏手に設置のゴミ収集

庫に廃棄するため、北作業場のドアを開き階段を下りかけた時に足をすべらせ前

面右側に転落、左手にゴミ袋を持っていたため右手のみで体全体を支える形にな

り右肩を負傷した。

60
50～

99

7 16~17

天かすを揚げる工場内で原料ミックスミキサーの清掃の際、設置場所が地上1.5m

位のところにありその間の階段から転倒した様子。 （本人があまり憶えていな

い）

37 1～9

7 10~11 作業場に向かう階段を下りている時に右足をひねった。 57
30～

49

7 5～6

製造現場に向かうため2階から1階へ下る階段で、床まで2段のところで階段を踏

み外して、床面に着地した際に左右両方の足を捻った。 躓いたり、滑ったりした

様子はなく、足元を確認せずに降りて、階段のない部分に足を踏み出してしま

い、そのまま床面に倒れ込んだものである。

47

500

～

999

7
14～

15

2階作業場の床から1階までの階段をモップ掛け掃除中、下から3段目辺りで足を

踏み外し、転倒した。 その際、手すりに掴ろうとして、壁に右手小指をぶつけ

た。 様子をみていたが、痛みがあったため病院へ行ったところ、骨折と診断され

た。

54
30～

49

7
14～

15

当社包装工場において、10分休憩のときに喫煙するため、2階の作業場から包装

工場出入口横の喫煙指定場所に向かい、2階から1階へ階段を降りていたところ、

誤って右足を踏み外しそうになり、咄嗟に6段下の踊り場まで飛び降り、バラン

スを崩しながら着地し、右足首を捻り受傷した。

52

100

～

299

7
12～

13

敷地内において、帰宅時に階段を降りていたところ、足を踏み外し、左足を捻挫

し、剥離骨折した。
51

500

～

999

7 6～7
事業所おいて、ゴミ捨てのためにゴミ袋を持って外階段を降りているときに、下

から7段目位から滑り落ち、その際に手をつき、左曉骨遠位端骨折を負った。
52 1～9



10
16～

17

製麺作業中、工場の搬入口から外に出る際、階段を踏み外して落下し、腰回りを

強打して、右大腿骨を折った。
60 1～9

11
18～

19

給食センターでの調理業務等を終え帰宅するため駐車場へ向かう途中の外階段で

暗くて足元がよく見えず最後の一段（高さ14㎝、幅24㎝）を踏み外し転倒した。

左足首に痛みがあったが自分で車を運転して帰宅し、翌朝病院を受診し、左足関

節の捻挫で4週間の安静治療を要すると診断される。

61
50～

99

11 8～9

出勤時間中の工場敷地内玄関前階段にて、手すりを使用せず階段を昇歩中、二段

目に足を上げようとした際に上がらず、階段二段目手前角の部分に足を掛けた状

態になった際に、体勢が前のめりとなり、右手を付いて身体を支えたことで右手

甲を受傷した。

50

100

～

299

12 7~8 工場内階段を急いで駆け上がった際、階段を踏み外し、左足小指を強打した。 26

1000

～

9999

12 15~16

退社時、センター内の2階から1階に下りる階段で、2階の途中から、足に力が入

らず1階と2階の踊り場まで滑り落ちた。 その際、踊り場の壁に激突し、頭部およ

び左胸、腰を強打した。 頭部に異常はなかったが、左足大腿骨の骨折と診断され

た。

52

100

～

299

12 15~16

製造終了後の機械の清掃作業中に、充填包装室内の架台上から備品・パーツを両

手に持ってステップを下り、床に右足をついた際に右足がそのままスリップして

転倒し、その際に左足首を捻った。 そのとき両手がふさがっていたため、ステッ

プの手すりを持つことができておらず、転倒した際にも受け身の姿勢をとれな

かった。

45
50～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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